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池
澤 

優

ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
に
お
け
る
死
の
現
在

一
　
は
じ
め
に

最
近
、
筆
者
は
死
生
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
〝
古
典
〟
の
再
評
価
を
行
う
論
稿
を
連
続
で
本
誌
で
発
表
し
て
い
る
。
今
回
は

ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
（
一
九
二
六
～
）
を
扱
い
た
い
。
リ
フ
ト
ン
に
関
し
て
は
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
死
生
学
が
ま
さ
に
興
起
し
つ
つ
あ
る
一
九
六
〇
年
代
にD

eath in Life: Survivors of H
iroshim

a  (1968)

な
ど
の
大
作
に
よ
っ
て

survivor’s guilt

の
概
念
を
発
展
さ
せ
た
心
理
学
者
で
あ
る
。
リ
フ
ト
ン
は
存
命
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
著

作
も
あ
る
が
、
多
く
の
研
究
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
な
さ
れ
て
お
り
、
今
か
ら
約
半
世
紀
前
の
彼
の
業
績
が
現
在
の
死
生
学

に
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
以
下
の
四
つ
の
翻
訳
で

あ
る
。
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①D
eath in life: the Survivors of H

iroshim
a , R

andom
 H

ouse, 1968.

（
桝
井
迪
夫
・
湯
浅
信
之
・
越
智
道
雄
・
松
田
誠
思
訳
『
ヒ

ロ
シ
マ
を
生
き
抜
く

―
精
神
史
的
考
察
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。）

②H
istory and H

um
an Survival: Essays on the Y

oung and the Old, Survivors and the D
ead, Peace and W

ar, and on C
ontem

porary 

Psychohistory , V
intage B

ooks, 1971.

（
小
野
泰
博
・
吉
松
和
哉
訳
『
終
わ
り
な
き
現
代
史
の
課
題

―
死
と
不
死
の
シ
ン
ボ

ル
体
験
』、
誠
信
書
房
、
一
九
七
四
年
。）

③T
he Life of the Self: T

ow
ard a N

ew
 Psychology , D

eborah R
ogers, 1976.

（
渡
辺
牧
・
水
野
節
夫
訳
『
現い

ま代
、
死
に
ふ
れ
て
生

き
る

―
精
神
分
析
か
ら
自
己
形
成
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
』、
有
信
堂
、
一
九
八
九
年
。）

④
加
藤
周
一
・M

ichael R
eich

と
の
共
著
、
矢
島
翠
訳
『
日
本
人
の
死
生
観
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
。

引
用
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
①
二
三
頁
の
よ
う
に
記
載
す
る
。
な
お
、
①
④
は
共
に
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
①
上
、
④
下
の
よ

う
に
記
載
す
る
。

本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
な
ぜ
筆
者
が
死
生
学
の
〝
古
典
〟
の
再
評
価
に
関
心
を
持
っ
た
か
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
そ
の

こ
と
に
関
し
て
は
拙
稿
「
死
生
学
再
考

―
フ
ラ
ン
ク
ル
と
ベ
ッ
カ
ー
を
軸
に
し
て
」（『
死
生
学
・
応
用
倫
理
研
究
』
第
二
五
号
、

二
〇
二
〇
。
以
下
、
前
稿
と
称
す
る
）
に
述
べ
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
だ
け
を
簡
単
に
再
録
す
る
に
と
ど
め
る
。

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
死
生
学
（
サ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
）
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
「
死
の
認
知
運
動
」
の
中
か
ら
興

起
し
た
。「
死
の
認
知
運
動
」
は
死
を
タ
ブ
ー
視
す
る
二
〇
世
紀
前
半
の
傾
向
に
対
す
る
反
省
と
し
て
現
れ
、
死
を
直
視
し
た
上

で
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
前
向
き
に
生
き
る
と
い
う
指
向
性
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
初
期
の
死
生
学
は
人
間
に
は
（
無
意

識
で
あ
っ
て
も
）
死
を
忌
避
す
る
心
性
が
あ
る
と
す
る
「
死
の
不
安
／
恐
怖
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
心
が
集
中
し
た
。
前
稿
で

指
摘
し
た
の
は
、
そ
の
関
心
は
初
期
の
死
生
学
が
先
行
研
究
を
正
し
く
理
解
す
る
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

―
つ
ま
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り
、
現
代
人
は
死
を
恐
れ
て
い
る
の
か
、
死
を
受
容
で
き
る
の
か
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
あ
ま
り
、
先
行
研
究
も
そ
の
線
に
沿
っ

て
読
み
、
よ
り
重
要
な
論
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
を
看
過
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

―
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
死
の
不
安
／
恐
怖
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
死
生
学
の
中
で
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ベ
ッ
カ
ー
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
恐
怖

管
理
理
論
」（terror m

anagem
ent theory, 

Ｔ
Ｍ
Ｔ
）、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
意
味
管
理
理
論
」

（m
eaning m

anagem
ent theory, 

Ｍ
Ｍ
Ｔ
）、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ウ
ル
ビ
ー
の
「
愛
着
理
論
」（attachm

ent theory, 

Ａ
Ｔ
）
が
あ
り
、
死

生
学
は
恐
怖
管
理
理
論
が
先
行
し
て
存
在
し
、
後
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
意
味
管
理
理
論
が
現
れ
る
と
い
う
構
図
で
あ

る
と
さ
れ
る
（
イ
ー
リ
ャ
・
ム
ス
リ
ン
『
近
年
の
北
米
心
理
学
理
論
に
お
け
る
死
と
宗
教

―
宗
教
学
・
死
生
学
の
立
場
か
ら
』、

二
〇
一
四
年
に
人
文
社
会
系
研
究
科
に
提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
に
よ
る
）。

し
か
し
実
際
に
ベ
ッ
カ
ー
と
フ
ラ
ン
ク
ル
の
議
論
を
検
討
し
た
結
果
、
筆
者
は
両
者
の
対
立
は
存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
に
達

し
た
。
そ
も
そ
も
ベ
ッ
カ
ー
の
説
は
人
間
に
は
無
意
識
の
死
に
対
す
る
恐
怖
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
文
化
や
宗
教
を

創
造
し
た
と
し
た
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
ベ
ッ
カ
ー
に
お
い
て
死
の
恐
怖
が
文
字
通
り
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
彼
は
、
人
間
は
自
ら
の
生
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
類
い
希
な
能
力
を
持
つ
一
方
で
、
そ
の
能
力
は
病
み
衰
え
る
身

体
に
宿
っ
て
い
る
点
で
卑
小
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
あ
り
方
を
喩
え
る
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
死
の
恐
怖
と
い
う
語
を
用
い

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
恐
怖
管
理
理
論
」
の
論
者
た
ち
が
試
み
て
い
る
よ
う
な
、
死
の
恐
怖
が
実
際
に
存
在
す
る
か
ど
う
か

実
験
に
よ
り
証
明
す
る
と
い
っ
た
試
み
に
は
ベ
ッ
カ
ー
は
殆
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。

ベ
ッ
カ
ー
の
最
も
中
心
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
死
の
恐
怖
で
は
な
く
、
卑
小
さ
と
ユ
ニ
ー
ク
さ
の
間
で
引
き
裂
か
れ
て
い
る
人
間

が
自
分
の
生
を
意
味
づ
け
る
た
め
に
は
、
た
と
え
架
空
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
文
化
的
・
宗
教
的
な
価
値
観
が
必
要
な
の

で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
は
自
ら
の
創
造
性
を
信
じ
て
個
々
人
が
孤
独
に
新
し
い
価
値
観
の
創
造
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
死
生
学
の
中
で
は
死
の
恐
怖
と
い
う
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
あ
ま
り
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
全
く
看



死生学・応用倫理研究 26 号

10

過
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
筆
者
が
死
生
学
の
〝
古
典
〟
の
再
評
価
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
通
説
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
な
く
、

論
者
た
ち
が
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
自
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

二
　
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
・
リ
フ
ト
ン
（R

obert Jay Lifton

）

リ
フ
ト
ン
は
一
九
二
六
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
生
ま
れ
た
。
両
親
は
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
移
民
の
ア
メ
リ

カ
生
ま
れ
の
第
一
世
代
で
あ
り
、
父
は
実
業
家
と
し
て
成
功
し
、
能
力
次
第
で
出
世
が
可
能
な
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
信
奉
し
て
、

自
分
が
獲
得
で
き
な
か
っ
た
地
位
に
息
子
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。
教
育
熱
心
な
両
親
の
期
待
に
応
え
て
リ
フ
ト
ン
の
成
績
は
良
く
、

飛
び
級
に
よ
っ
て
十
六
歳
で
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
入
学
し
、
一
九
四
八
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
科
大
学
を
卒
業
、
二
十
三
歳
の
若

さ
で
精
神
科
の
研
修
医
師
と
し
て
勤
務
す
る
（
②
九
三
～
五
頁
）。
そ
の
後
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
で
生
物
学
を
専
攻
し
て
医

学
博
士
号
を
取
得
、
一
九
五
一
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
空
軍
に
医
師
と
し
て
勤
務
し
、
来
日
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
イ

エ
ー
ル
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
っ
た
。

彼
は
大
学
で
は
フ
ロ
イ
ト
派
の
教
育
を
受
け
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
に
は
あ
ま
り
感
銘
を
受
け
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
（
な
お
彼

は
フ
ロ
イ
ト
の
理
論
に
は
否
定
的
だ
が
、
そ
の
洞
察
力
を
深
く
尊
敬
し
て
い
る
）。
彼
が
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
エ
リ
ク
・
エ

リ
ク
ソ
ン
で
あ
り
（
彼
は
自
分
の
個
人
Ｈ
Ｐ
上
で
エ
リ
ク
ソ
ン
をm

entor

と
表
現
す
る
。https://robertjaylifton.com

/about/

）、

一
九
五
六
年
に
エ
リ
ク
ソ
ン
の
論
文
を
読
ん
だ
の
を
き
っ
か
け
に
面
会
し
、
一
九
六
五
年
に
は
共
同
の
研
究
会
を
組
織
し
た
。

一
九
四
五
～
五
五
年
の
当
時
、
リ
フ
ト
ン
は
中
華
人
民
共
和
国
の
「
思
想
改
造
」
を
研
究
し
て
お
り
（
そ
の
成
果
がT

hought 

R
eform

 and the Psychology of T
otalism

: A
 Study of “B

rainw
ashing” in C

hina , 1961

とR
evolutionary Im

m
ortality: M

ao T
se-T

ung and 

the C
hinese C

ultural R
evolution , 1968

）、
エ
リ
ク
ソ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論
が
中
国
人
の
自
己
改
革
を
解
釈
す
る
方
法
を
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示
唆
し
た
の
で
あ
る
（
以
上
、
③
序
文
に
よ
る
）。
②
の
書
の
第
三
・
四
章
で
は
フ
ロ
イ
ト
と
エ
リ
ク
ソ
ン
を
対
置
し
、
そ
れ
に

対
し
自
分
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
形
で
、
エ
リ
ク
ソ
ン
の
後
継
者
を
以
て
任
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
が
最
初
に
日
本

に
派
遣
さ
れ
た
の
は
一
九
五
二
年
の
こ
と
で
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
日
本
の
若
者
に
関
す
る
研
究
を
始
め
、「
プ
ロ
テ
ウ
ス
的

生
き
方
」
の
概
念
を
提
出
す
る
。
プ
ロ
テ
ウ
ス
と
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
ポ
セ
イ
ド
ン
の
従
者
で
あ
り
、
変
身
の
術

に
た
け
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
プ
ロ
テ
ウ
ス
的
生
き
方
と
は
、
社
会
の
変
化
の
中
で
伝
統
的
な
も
の
と
新
し
い
も
の
を
自
由
に
組

み
合
わ
せ
、
斬
新
な
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
近
代
の
日
本
人
は
西
洋
化
の
中
で
そ
れ
を
伝
統
的
文
化
と
い
か

に
接
合
さ
せ
る
か
を
課
題
に
し
て
い
る
と
い
う
の
が
彼
の
見
方
で
あ
り
、
④
の
書
で
も
六
人
の
近
代
知
識
人
が
伝
統
と
近
代
を

接
合
さ
せ
る
べ
く
苦
闘
し
た
様
を
描
き
出
し
た
。
急
激
な
変
革
の
中
で
生
き
る
戦
後
日
本
の
若
者
は
伝
統
的
な
生
き
方
と
新
し

い
考
え
方
を
う
ま
く
接
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
変
幻
自
在
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
も
し
く
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
混

乱
）
を
獲
得
し
た
（
そ
れ
が
「
プ
ロ
テ
ウ
ス
的
生
き
方
」
に
他
な
ら
な
い
）
が
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
社
会
変
動
（
公
民

権
運
動
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
、
学
生
運
動
、
環
境
運
動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
な
ど
）
の
中
で
固
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
廃

棄
が
世
界
的
に
一
般
化
し
て
い
る
と
い
う
の
が
リ
フ
ト
ン
の
見
立
て
で
あ
る
（
③
第
一
～
四
、
十
五
章
）。
一
九
六
二
年
か
ら
は

彼
は
広
島
の
被
爆
者
の
研
究
を
始
め
、
そ
の
成
果
が
名
著
と
言
わ
れ
る
①
の
書
で
あ
る
（
一
九
六
九
年
全
国
科
学
図
書
賞
を
受

賞
し
た
）
が
、
彼
に
よ
る
と
そ
れ
は
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
収
容
所
体
験
に
近
づ
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
（
②
九
五
頁
）。

一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
は
リ
フ
ト
ン
は
反
戦
活
動
を
行
う
ベ
ト
ナ
ム
退
役
軍
人
の
研
究
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
心
理
学
者
と
し
て
対

象
を
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
退
役
軍
人
の
一
種
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
参
入
し
て
、
共
に
反
戦
活
動
を
行
う
と
い

う
も
の
で
、
新
し
い
心
理
学
の
方
法
論

―
自
ら
の
主
観
＝
政
治
的
思
想
を
自
覚
し
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
時
代
に
参
加
し
て
い
く

と
い
う
方
法

―
を
開
拓
す
る
と
共
に
、
新
し
い
「
共
同
体
」

―
専
門
家
と
一
般
市
民
が
協
働
す
る
共
同
体

―
を
作
る
た
め

の
闘
い
で
あ
っ
た
（
②
第
七
章
、H

om
e from

 the W
ar: V

ietnam
 V

eterans? N
either V

ictim
s nor Executioners , 1973

）。
そ
の
後
も
リ
フ
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ト
ン
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
お
け
る
精
神
科
医
（T

he N
azi D

octors: M
edical K

illing and the Psychology of G
enocide , 1986

）、
ス
リ
ー

マ
イ
ル
島
事
故
の
体
験
者
（T

he Future of Im
m

ortality and Other Essays for a N
uclear A

ge , 1987

）、
オ
ー
ム
真
理
教
（D

estroying 

the W
orld to Save It: A

um
 Shinrikyo, A

pocalyptic V
iolence, and the N

ew
 G

lobal Terrorism
, 2000

）、
九
・
一
一
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の

反
応
（Superpow

er Syndrom
e: A

m
erica’s A

pocalyptic C
onfrontation W

ith the W
orld , 2003

）
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
一
貫
し

て
社
会
と
歴
史
の
変
化
の
中
に
置
か
れ
た
人
間
が
生
き
る
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
様
を
描
こ
う
と
試
み
て
き
た
と
言
え
る
。
そ

の
他
の
主
著
はB

oundaries: Psychological M
an in R

evolution , 1970. T
he Life of the Self: T

ow
ard a N

ew
 Psychology , 1976. T

he B
roken 

C
onnection: On D

eath and the C
ontinuity of Life , 1979. T

he Protean Self: H
um

an R
esilience in an A

ge of Fragm
entation , 1993

で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
現
在
、
さ
す
が
に
リ
フ
ト
ン
は
論
文
を
発
表
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
個
人
Ｈ
Ｐ
で
論
稿
を
公
開

し
て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
た
の
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
三
日
の
「
癒
や
す
た
め
に
殺
す
」（K

illing to heal

）
で
あ

り
、
そ
れ
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
ヒ
ト
ラ
ー
と
同
じ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（https://

robertjaylifton.com
/2020/10/23/killing-to-heal/

）。

三
　
自
己
形
成
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

上
述
の
業
績
が
示
す
よ
う
に
、
リ
フ
ト
ン
の
研
究
対
象
は
広
島
の
原
爆
被
災
者
、
ナ
チ
の
強
制
収
容
所
の
体
験
者
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
退
役
軍
人
な
ど
、
戦
争
や
大
災
害
を
生
き
延
び
た
「
生
存
者
」（survivors

）
で
あ
る
。
但
し
、
リ
フ
ト
ン
は
「
生
存
者
」

を
特
殊
な
死
別
を
体
験
し
た
者
と
し
て
囲
い
込
む
の
で
は
な
く
、
人
間
は
誰
も
が
「
生
存
者
」
で
あ
る
と
し
て
、
人
間
の
心
理
一

般
の
モ
デ
ル
と
す
る
の
が
基
本
的
な
視
点
で
あ
る
。
我
々
は
他
の
誰
か
よ
り
も
必
ず
長
く
生
き
延
び
る
。
特
に
現
代
の
よ
う
に
急

激
な
変
化
の
時
代
に
は
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
生
き
方
は
〈
死
〉
と
し
て
知
覚
さ
れ
、
そ
れ
が
我
々
の
心
理
に
影
響
を
与
え
る
が
、
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そ
の
中
で
自
ら
の
生
に
意
味
を
与
え
よ
う
と
す
る
我
々
の
営
為
が
時
代
を
変
え
て
い
く
。
リ
フ
ト
ン
は
人
間
心
理
を
固
定
的
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、〝
歴
史
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
共
に
、
歴
史
に
影
響
を
及
ぼ
す
人
々
〟
と
い
う
心
理

＝
歴
史
的
（psychohistorical

）
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
と
る
（
②
三
八
、
四
五
、
一
二
〇
、
一
二
七
～
一
三
〇
頁
）。
彼
の
基

本
的
視
点
は
、
人
間
は
現
象
を
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
文
化
に
よ
り
共
有
さ
れ
た
価
値
観
・
視
点
）
を
通
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
り
、
確

か
に
人
間
心
理
に
は
生
物
体
と
し
て
の
普
遍
的
構
造
が
存
在
し
て
お
り
、
フ
ロ
イ
ト
の
心
理
学
は
そ
れ
を
科
学
的
に
把
握
し
よ
う

と
し
た
の
だ
が
、
そ
の
心
理
学
は
時
代
的
な
限
定
を
受
け
た
特
定
の
人
間
観
に
基
づ
い
て
お
り
、
人
間
観
は
歴
史
と
共
に
変
わ
っ

て
い
く
（
リ
フ
ト
ン
は
フ
ロ
イ
ト
の
時
代
に
は
性
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
か
ら
彼
は
そ
れ
を
主
題
に
し
た
が
、
現
代
で
は
む
し
ろ
死

が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
）。
だ
か
ら
、
心
理
学
者
は
歴
史
の
限
定
を
受
け
た
自
ら
の
主
観
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
れ
を

深
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
②
第
一
章
）。

リ
フ
ト
ン
は
自
分
自
身
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
自
己
形
成
的form

ative

パ
ラ
ダ
イ
ム
、〈
死
〉
と
〈
生
の
連
続
性
〉、
象
徴
化
の
プ

ロ
セ
ス
、
象
徴
的
不
死
な
ど
、
多
様
な
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。「
自
己
形
成
的
」「
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
語
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
よ

う
に
人
間
心
理
を
固
定
的
な
欲
動
（
本
能
、
意
識
／
無
意
識
な
ど
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
流
動

的
で
無
定
型
的
な
過
程
と
し
て
理
解
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
人
間
は
自
ら
の
生
全
体
を
何
ら
か
の
形
で
意
義
づ
け
る
こ

と
で
、
過
去
・
未
来
と
の
つ
な
が
り
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
（
生
命
力
）
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
り
、
人
間
と
は
〈
死
〉
に
対
抗
し
て
〈
生
の
連
続
性
〉
を
維
持
す
る
べ
く
闘
う
存
在
で
あ
る
と
い
う
の
が
彼
の

人
間
観
で
あ
る
。

こ
れ
は
生
に
対
す
る
意
味
づ
け
と
い
う
意
味
で
究
極
的
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る
（
②
四
九
頁
）。
そ
れ
に
対
し
、
よ
り
基
盤
的
レ
ベ

ル
の
死
の
感
覚
は
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
。
但
し
、
こ
の
〈
死
〉
は
必
ず
し
も
生
物
体
の
死
を
意
味
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
死
は
人
間
に
は
経
験
不
可
能
で
あ
る
た
め
（
経
験
し
た
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
い
）、
人
間
は
そ
れ
を
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幼
い
時
か
ら
有
す
る
〝
原
型
的
イ
メ
ー
ジ
〟
を
通
し
て
把
握
す
る
と
彼
は
考
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
三
つ
あ
る
と
す
る
。
第
一
は

別
離
で
あ
り
、
幼
児
期
の
母
に
対
す
る
愛
着
に
起
源
が
あ
り
、
愛
着
対
象
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
が
死
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
（
そ

の
逆
は
結
合
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
を
も
た
ら
す
）。
第
二
は
分
断
で
あ
り
、
起
源
的
に
は
肉
体
の
損
傷
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
統
合
さ
れ
た
自
己
の
感
覚
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
崩
壊
の
イ
メ
ー
ジ
に
発
展
す
る
（
そ
の
逆
は

統
合
）。
第
三
は
静
止
で
あ
り
、
原
初
的
に
は
身
体
を
拘
束
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
停
滞
、
退
歩
の
イ
メ
ー
ジ
に
展
開

す
る
（
そ
の
逆
は
活
動
・
進
歩
）（
①
下
四
〇
七
～
九
頁
、
②
三
三
～
三
六
頁
）。

先
述
の
よ
う
に
、
リ
フ
ト
ン
は
人
間
と
は
生
物
的
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
歴
史
・
文
化
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
あ
る
と
い
う

心
理
＝
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
立
つ
が
、
こ
れ
は
〈
生
の
連
続
性
〉（
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
）
を
求
め
る
闘
い
も
〈
死
〉

の
基
盤
的
イ
メ
ー
ジ
（
個
人
の
心
理
）
と
究
極
的
な
象
徴
的
不
死
（
文
化
）
の
両
方
で
進
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
彼
は
、

人
間
は
現
象
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
そ
の
全
体
の
中
で
内
的
に
再
創
造
す
る
こ
と
で
受
容
す
る

の
だ
と
す
る
（
③
七
九
～
八
一
頁
）。
こ
れ
は
知
覚
対
象
が
知
覚
者
に
と
っ
て
無
意
味
な
ま
ま
で
は
心
象
の
中
に
場
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ず
、
必
ず
本
人
に
と
っ
て
何
ら
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
〝
物
語
化
〟
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
個
々
の
知
覚
対
象
の

イ
メ
ー
ジ
の
意
味
は
全
体
的
な
価
値
観
（
象
徴
的
不
死
）
の
中
で
決
定
さ
れ
る
し
、
逆
に
個
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
布
置
関
係
が
全
体

的
価
値
観
を
形
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
リ
フ
ト
ン
は
こ
の
象
徴
的
不
死
（
即
ち
生
の
意
義
づ

け
）
に
は
五
つ
の
類
型
が
あ
る
と
す
る
。

（1）
　

生
物
的

：

生
物
的
な
連
鎖
の
感
覚
で
あ
り
、
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
子
を
も
う
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
家
族
は
民
族
、

国
家
に
も
拡
張
が
可
能
で
、
究
極
的
に
は
人
類
全
体
の
永
続
性
の
中
に
不
死
性
の
感
覚
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（2）
　

神
学
的

：

死
後
の
生
、
来
世
と
い
う
宗
教
的
観
念
の
こ
と
で
あ
る
が
、
リ
フ
ト
ン
は
全
て
の
宗
教
が
死
後
の
霊
魂
を
強
調
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す
る
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
死
を
超
克
す
る
霊
的
・
精
神
的
な
生
命
を
提
示
す
る
宗
教
も
多
い
こ
と
に
注
意
を
促
し
て

い
る
。

（3）
　

創
造
的

：

創
造
的
な
業
績
や
活
動
に
よ
り
、
死
を
越
え
る
永
遠
の
存
在
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
感
覚
の
こ
と
で
あ

る
。（4）

　

自
然
的

：

自
然
は
永
遠
に
存
続
し
、
個
人
は
死
ん
で
そ
こ
に
回
帰
す
る
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
自
然
を
聖
な
る
も
の
と
見

る
感
覚
は
い
か
な
る
文
化
に
も
存
在
し
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
で
は
ロ
マ
ン
主
義
な
ど
）、
そ
の
場
合
は
自
然
と
人
間
の
生
の
連

続
性
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（5）
　

体
験
的

：

極
度
の
心
的
統
合
や
集
中
に
よ
り
生
死
を
超
越
し
た
感
覚
に
至
る
こ
と
。
他
の
類
型
と
違
っ
て
、
こ
の
類
型
は

や
や
分
か
り
に
く
い
が
、
充
分
に
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
、
あ
る
い
は
宇
宙
や
他
者
と
の
一
体
化
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
的
な
体
験

を
通
し
て
死
を
越
え
る
生
（「
再
生
」）
を
知
覚
す
る
も
の
と
言
え
る
（
②
二
六
～
二
九
頁
、
③
一
五
八
～
六
〇
頁
、
④
上
一
三
～

二
四
頁
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
体
験
的
不
死
は
結
合
・
統
合
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
類
型
よ
り
も
根
源
的

で
あ
る
と
リ
フ
ト
ン
は
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
象
徴
的
不
死
の
類
型
は
い
か
な
る
文
化
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
併
存
す
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
配
置
に
な
る
か

は
文
化
に
よ
り
違
い
が
あ
る
し
、
歴
史
の
変
化
の
中
で
時
代
的
に
も
変
動
す
る
。
日
本
文
化
の
場
合
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
不
死
性

を
希
求
す
る
傾
向
（

（2）
　

神
学
的
）
は
薄
弱
で
あ
り
、
永
続
的
な
集
団
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
感
覚
（

（1）
　

生
物
的
）、
死
に
よ
っ

て
自
然
・
宇
宙
に
回
帰
す
る
と
す
る
感
覚
（

（4）
　

自
然
的
）
が
強
く
、
生
と
死
を
対
立
と
捉
え
ず
、
死
を
不
可
避
の
運
命
と
し
て

受
容
す
る
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
（
④
下
二
一
六
～
二
〇
頁
）。
象
徴
的
不
死
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
伝
統
的

価
値
観
の
解
体
と
喪
失
に
伴
い
、
今
ま
で
人
間
の
生
を
意
味
づ
け
て
き
た
象
徴
的
不
死
の
多
く
は
信
頼
性
を
失
い
、
体
験
的
超
越
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の
比
重
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
リ
フ
ト
ン
は
見
て
い
る
。

四
　
中
心
化
・
脱
中
心
化
・
基
礎
づ
け

以
上
が
リ
フ
ト
ン
が
象
徴
的
不
死
、
自
己
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
呼
ぶ
も
の
の
大
枠
で
あ
り
、
一
言
で
ま
と
め
る
な
ら
、
人
間
は
特

定
の
文
化
的
価
値
観
に
よ
り
生
を
意
味
づ
け
、
そ
れ
に
よ
り
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
（
別
離
、
分
断
、
静
止
）
に
抗
し
、
生
き
生
き

と
し
た
感
覚
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
自
己
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
種
の
脆
弱
性
（
欠
点
）
を

内
包
し
て
い
る
。
自
己
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
自
分
の
生
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、

そ
の
周
囲
に
時
間
・
空
間
・
情
動
の
諸
レ
ベ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
配
置
す
る
こ
と

―
つ
ま
り
世
界
全
体
を
自
分
に
と
っ
て
意
義
を

有
す
る
コ
ス
モ
ス
と
し
て
秩
序
づ
け
る
こ
と

―
で
あ
り
（
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
「
中
心
化
」
と
呼
ば
れ
る
）、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

世
界
は
支
離
滅
裂
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
当
然
、
人
間
は
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
生
に
意
味
を
与
え
る
基
盤
で
あ
る
文
化

的
価
値
観
に
固
執
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
が
度
を
過
ぎ
る
な
ら
、
盲
信
の
状
態
に
な
り
、
他
の
価
値
観
を
拒
絶
し
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
自
己
変
容
は
不
可
能
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
自
分
を
相
対
化
し
客
観
視
す
る
「
脱
中

心
化
」
の
能
力
が
必
要
に
な
る
。
中
心
化
を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
を
脱
中
心
化
し
、
更
に
再
中
心
化
（
新
し
い
価
値
観
の
獲
得
）

の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
こ
と
で
、
自
己
を
刷
新
し
変
化
し
て
い
く
こ
と

―
要
す
る
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

―
が
可
能
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
環
境
や
歴
史
を
冷
静
に
評
価
し
、
自
分
を
そ
の
中
に
適
度
に
位
置
づ
け
る
「
基
礎
づ
け
」
の
能
力
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

リ
フ
ト
ン
は
何
ら
か
の
要
因
に
よ
り
基
礎
づ
け
の
能
力
が
阻
碍
さ
れ
る
こ
と
が
精
神
的
な
病
理
と
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

情
動
的
な
面
で
中
心
化
が
阻
碍
さ
れ
る
な
ら
、
自
己
を
犠
牲
に
し
て
非
現
実
的
な
理
念
に
盲
従
す
る
状
態
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
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し
、
時
間
的
な
面
で
の
脱
中
心
化
が
阻
碍
さ
れ
る
な
ら
、
古
い
も
の
に
固
執
し
、
未
来
的
な
展
望
を
失
う
状
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

リ
フ
ト
ン
に
と
っ
て
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
中
心
化
→
脱
中
心
化
→
再
中
心
化
の
プ
ロ
セ

ス
を
通
し
て
絶
え
ず
更
新
さ
れ
る
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
更
新
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
（
分
離
・
解
体
・
停
滞
）
が
中
心
化
→
脱
中
心
化
→
再
中
心
化
プ
ロ
セ
ス
に
与
え
る
影
響
は
両
義
的
で
あ

る
。
次
項
に
述
べ
る
よ
う
な
大
量
死
の
体
験
の
場
合
、〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
す
ぎ
て
現
実
を
冷
静
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
基
礎
づ
け
能
力
の
喪
失
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
現
実
（
結
合
・
統
合
・
活

動
か
ら
乖
離
し
た
状
態
）
に
対
す
る
懐
疑
や
抗
議
を
生
み
、
既
存
の
価
値
観
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
根
本
的
な
変
革
の
動
因
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
（
以
上
、
②
七
四
～
八
八
頁
）。

五
　
大
量
死
の
「
生
存
者
」
の
心
理
　

―
心
理
的
締
め
出
し
と
罪
の
意
識

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
フ
ト
ン
が
最
も
専
門
と
す
る
の
は
戦
争
や
大
災
害
に
お
け
る
大
量
死
と
そ
の
死
を
生
き
残
っ
た
生

存
者
の
心
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
リ
フ
ト
ン
の
立
場
を
最
も
良
く
表
す
の
は
広
島
の
被
爆
者
を
扱
っ
た
①
の
書
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
無
作
為
に
選
ば
れ
た
三
十
一
名
の
被
爆
者
と
原
爆
の
問
題
に
対
し
強
い
主
張
を
持
つ
四
十
二
名
の
知
識
人
に
対
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
、
先
ず
時
系
列
順
に
状
況
を
再
構
成
し
（
第
二
・
三
章
）、
次
に
原
爆
症
（
第
四
章
）、
被
爆
者
で
あ
る
こ
と

の
意
味
（
第
五
章
）、
原
爆
運
動
（
第
六
章
）、
被
爆
者
の
間
に
潜
在
す
る
対
立
（
第
七
章
）、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
意
識
（
第
八

章
）
と
テ
ー
マ
ご
と
に
論
じ
て
い
き
、
最
後
に
被
爆
者
の
心
理
に
関
す
る
リ
フ
ト
ン
の
分
析
（
第
九
章
）
と
そ
れ
が
人
間
心
理
の

普
遍
的
構
造
に
対
す
る
意
味
を
考
え
る
（
第
十
章
）
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
か
な
り
の
大
著
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
被
爆
者
の

心
理
に
対
す
る
彼
の
解
釈
を
中
心
に
再
構
成
し
て
要
約
す
る
こ
と
に
す
る
。
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原
爆
の
場
合
、
そ
の
死
は
突
然
で
か
つ
不
条
理
で
あ
っ
た
た
め
、
被
爆
者
が
そ
れ
ま
で
有
し
て
い
た
生
の
意
義
づ
け
は
崩
壊
し

た
。
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
享
受
し
て
い
た
世
界
の
倫
理
的
秩
序
は
崩
壊
し
（
例
え
ば
、
学
校
の
教
師
は
生
徒
の
こ
と
を
忘
れ
、

我
先
に
川
に
飛
び
込
ん
だ
）、
そ
れ
に
対
す
る
信
頼
感
は
失
わ
れ
、
被
爆
者
は
絶
え
ざ
る
不
安
の
状
態
に
置
か
れ
る
。
む
き
だ
し

の
死
と
の
遭
遇
は
人
間
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
体
験
で
あ
り
、
被
爆
者
は
急
速
に
心
を
閉
ざ
し
、
何
も
感
じ
ず
、
反
応
し
な
く
な
る

状
態
に
陥
る
。
リ
フ
ト
ン
は
そ
の
状
態
を
〈
心
理
的
締
め
出
し
〉
と
呼
ぶ
（
そ
れ
が
慢
性
的
な
状
態
に
な
っ
た
も
の
を
〈
心
的
感

覚
麻
痺
〉
と
呼
ぶ
）。
そ
れ
は
心
を
守
ろ
う
と
す
る
防
衛
手
段
な
の
で
あ
る
が
、
完
全
に
被
爆
者
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
助

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
死
者
の
眼
や
声
は
長
く
記
憶
に
残
り
、
被
爆
者
を
苦
し
め
る
。
道
徳
的
秩
序
の
喪
失
に
対
す
る
内
な

る
羞
恥
心
や
罪
意
識
は
残
り
（
例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
自
分
の
仲
間
と
し
て
扱
っ
て
い
た
人
の
遺
体
を
今
や
モ
ノ
で
あ
る
か
の
よ
う

に
淡
々
と
処
分
す
る
こ
と
な
ど
）、
生
き
残
っ
た
こ
と
を
正
当
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち
が
生
じ
る
。
原
爆
で
の
生
死
を

分
け
た
の
は
全
く
の
偶
然
だ
か
ら
、
被
爆
者
は
も
し
自
分
が
死
ん
で
い
た
ら
他
の
人
が
助
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち

ろ
ん
生
き
残
っ
た
こ
と
に
は
密
か
な
喜
び
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
死
者
に
対
す
る
〈
罪
の
意
識
〉
に
転
化
す
る
。
生
存
者
は

〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
と
〈
罪
の
意
識
〉
の
間
で
引
き
裂
か
れ
る
状
態
に
陥
る
わ
け
で
あ
る
。
死
に
対
し
て
心
を
閉
ざ
し
、
生
き
よ

う
と
す
る
こ
と
は
死
者
に
対
す
る
罪
悪
感
を
強
め
る
た
め
、
生
存
者
は
死
者
と
一
体
化
し
、
死
者
の
よ
う
に
考
え
判
断
し
よ
う
と

す
る
。

死
者
へ
の
罪
悪
感
は
、
真
に
純
粋
な
の
は
死
者
だ
け
で
あ
り
、
被
爆
者
に
対
す
る
保
護
も
、
そ
の
保
護
を
受
け
て
い
る
自
分
た

ち
も
不
純
で
あ
る
と
い
う
「
見
せ
か
け
の
保
護
」
に
対
す
る
不
信
感
と
な
る
。
内
心
で
は
保
護
に
対
す
る
渇
望
が
あ
る
が
、
保
護

は
自
ら
の
弱
さ
に
対
す
る
不
安
を
か
き
立
て
る
た
め
、
保
護
に
敵
意
を
示
す
攻
撃
的
な
姿
勢
が
醸
成
さ
れ
る
。
真
に
純
粋
な
の
は

死
者
だ
け
で
あ
る
と
感
じ
る
た
め
、
死
者
が
全
て
の
道
徳
的
判
断
の
基
準
と
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
言
動
は
そ
れ
が
死
者
に
敬
意
を
表

し
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
判
断
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
は
懐
疑
的
に
な
る
。
例
え
ば
、
死
者
の
よ
う
に
考
え
行
動
す
る
と
い
う
志
向
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性
か
ら
は
当
然
、
反
原
爆
・
平
和
運
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
成
功
し
て
有
名
に
な
る
と
、「
原
爆
を
売
り
物
に

し
て
い
る
」
と
い
う
批
判
が
出
る
こ
と
に
な
る
。
厄
介
な
の
は
平
和
運
動
に
従
事
し
て
い
る
当
人
が
自
分
は
純
粋
で
あ
る
の
か
に

つ
い
て
（
つ
ま
り
死
者
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
）
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

要
約
す
る
な
ら
、
大
量
死
は
既
存
の
社
会
／
道
徳
秩
序
を
破
壊
す
る
こ
と
で
、〈
生
の
連
続
性
〉
に
対
す
る
不
信
を
も
た
ら
し
、

故
に
生
存
者
は
常
に
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
は
〈
死
〉
か
ら
目
を
背
け
て

生
き
よ
う
と
す
る
〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
と
、
死
者
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
道
徳
的
秩
序
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
〈
罪
の
意

識
〉
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
力
が
働
く
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
も
〈
罪
の
意
識
〉
も

共
に
両
義
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
は
〈
死
〉
か
ら
離
れ
、
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す
る
力
を
表
し
て
い
る

が
、
死
者
（
他
者
）
と
の
断
絶
を
志
向
す
る
点
で
利
己
的
で
あ
る
。
一
方
、〈
罪
の
意
識
〉
は
死
者
と
の
一
体
化
を
志
向
す
る
た

め
、
生
命
力
の
欠
如
（
死
ん
だ
よ
う
に
生
き
る
）、
自
己
懲
罰
、
生
へ
の
疑
惑
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
大
量
死
の
意
味
を
問

い
、
そ
の
原
因
と
対
決
す
る
こ
と
で
、
自
ら
を
再
秩
序
化
、
再
生
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
大
量
死
を
も
た
ら
し
た
構
造
を
変
革
し
、

歴
史
を
刷
新
す
る
原
動
力
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
反
原
爆
運
動
の
指
導
者
た
ち
は
死
者
へ
の
罪
意
識
を
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
し
て
い
た
の
で
あ
り
（
死
に
取
り
憑
か
れ
る
こ
と
で
死
を
超
越
す
る
）、
リ
フ
ト
ン
は
死
者
と
の
一
体
化
と
共
存
で
き
る
よ
う

な
象
徴
的
不
死
性
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
被
爆
者
の
精
神
的
再
形
成form

ulation

は
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

但
し
、
こ
こ
で
留
保
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
精
神
的
再
形
成
は
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

再
形
成
に
向
か
う
生
き
方
が
他
者
か
ら
共
感
や
納
得
を
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
死
者
と
の
一
体

化
に
基
づ
く
象
徴
的
不
死
（
生
の
意
義
づ
け
）
を
獲
得
で
き
た
と
し
て
も
、
死
の
不
安
や
罪
の
意
識
は
払
拭
で
き
な
い
。
そ
も
そ

も
何
が
正
し
い
生
き
方
な
の
か
、
正
解
は
な
い
以
上
、
誰
も
が
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
生
き
る
し
か
な
い
。
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
も
、
生

き
生
き
と
し
た
感
覚
を
求
め
る
闘
い
が
精
神
的
再
形
成
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
っ
て
、
リ
フ
ト
ン
は
死
別
の
悲
嘆
を
正
常
の
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心
理
か
ら
区
別
し
、
前
者
か
ら
後
者
に
回
帰
す
る
と
す
る
よ
う
な
考
え
方
は
し
て
い
な
い
。

①
の
第
六
章
で
扱
わ
れ
る
原
爆
運
動
の
指
導
者
の
例
を
幾
つ
か
挙
げ
る
な
ら
、
あ
る
大
学
の
倫
理
学
教
授
の
場
合
、
戦
前
、
軍

国
主
義
を
賛
美
し
教
え
子
を
戦
場
に
送
り
出
し
た
罪
の
意
識
か
ら
平
和
運
動
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
も
と

も
と
復
古
主
義
的
な
思
考
傾
向
を
有
し
て
い
た
た
め
、
物
質
（
西
洋
）
に
対
す
る
精
神
（
日
本
）
の
優
位
を
主
張
し
、
平
和
を
訴

え
る
た
め
に
平
和
公
園
で
座
禅
を
行
う
と
い
う
活
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
と
き
幼
い
少
女
か
ら
坐
る
だ
け
で
原
爆
を
止
め

ら
れ
る
か
と
聞
か
れ
、
悩
ん
だ
末
に
〝
で
き
る
〟（
精
神
だ
け
で
核
を
止
め
て
み
せ
る
）
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
当
然
、
彼
の

考
え
は
人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

六
十
代
の
住
職
の
場
合
、
被
爆
直
後
の
神
も
仏
も
な
い
状
況
の
下
で
、
生
き
よ
う
と
す
る
気
力
だ
け
で
被
災
者
を
励
ま
し
続
け
、

多
く
の
人
に
慕
わ
れ
た
。
し
か
し
、
自
分
が
生
き
残
っ
た
の
は
何
か
大
き
な
力
の
は
か
ら
い
で
あ
る
と
感
じ
、
そ
れ
を
仏
教
の
教

義
に
結
び
つ
け
て
、
人
々
の
心
の
無
明
が
原
爆
を
生
ん
だ
の
だ
と
主
張
し
た
結
果
、
説
得
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
抽
象

的
な
宗
教
の
教
義
で
は
原
爆
と
い
う
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
消
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
リ
フ
ト
ン
が
挙
げ
る
象
徴
的
不
死
の
類
型
の
一
つ
は
宗
教
に
よ
る
も
の
（

（2）
　

神
学
的
）
で
あ
る
が
、
宗
教
が

精
神
的
再
形
成
に
果
た
す
役
割
に
関
し
て
は
、
彼
の
評
価
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
確
か
に
、
宗
教
の
教
義
が
象
徴
的
不
死
を
形
成

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
だ
が
、
総
じ
て
そ
れ
は
教
義
が
当
人
の
感
覚
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
場
合
（
既
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に

言
語
化
し
た
場
合
）
の
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
被
爆
後
に
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
性
的
に
放
逸
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
女
性
は
、
心
の
中
の
醜
い
も
の
（
罪
の
意
識
）
を
ご
本
尊
様
に
吐
き
出
せ
ば
い
い
と
言
わ
れ
て
創
価
学
会
に
入
信
し
、
死
別
し

た
父
と
の
精
神
的
な
融
和
を
成
し
遂
げ
た
。
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
建
設
的
な
生
活
へ
の
願
望
の
葛
藤
に
対
す
る
信
仰
の
有
効
性
に
は

限
界
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
更
な
る
精
神
崩
壊
か
ら
女
性
を
守
る
働
き
を
し
て
い
る
と
リ
フ
ト
ン
は
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
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る
朝
鮮
人
の
女
性
は
自
身
が
全
身
ケ
ロ
イ
ド
で
覆
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
六
人
の
子
ど
も
の
う
ち
、
五
人
を
原
爆
で
失
う
壮

絶
な
体
験
を
し
、
子
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
罪
の
意
識
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、
牧
師
に
罪
は
全
て
イ
エ
ス
様
が
背

負
っ
て
く
れ
る
と
言
わ
れ
洗
礼
を
受
け
た
。
一
方
で
、
あ
る
被
爆
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
神
父
は
自
分
は
死
後
の
世
界
を
信
じ
て
い

る
か
ら
不
安
が
な
い
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
を
縷
々
と
し
て
説
く
こ
と
で
、
そ
の
信
仰
が
常
に
死
の
不
安
に
蝕
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
う
例
も
リ
フ
ト
ン
は
挙
げ
て
い
る
（
こ
の
三
つ
の
事
例
は
第
九
章
所
載
）。
宗
教
の
教
義
が
表
面
的
な

思
想
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
、
そ
の
精
神
的
再
形
成
の
働
き
は
あ
ま
り
有
効
で
は
な
い
と
彼
は
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

リ
フ
ト
ン
が
「
原
爆
熱
狂
聖
者
」
と
名
づ
け
る
三
十
四
歳
の
日
雇
い
労
務
者
の
ケ
ー
ス
は
、
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
な

形
で
精
神
的
再
形
成
に
向
か
っ
て
機
能
す
る
か
を
示
す
格
好
の
事
例
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
ペ
ル
ー
出
身
の
日
系
人
で
、
も
と
も

と
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
あ
っ
た
が
、
全
て
を
信
仰
に
帰
し
て
原
爆
の
問
題
を
「
丸
く
収
め
て
し
ま
う
」
教
会
の
や
り
方
に
は
反

発
し
て
い
た
。
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
教
義
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
人
間
の
絆
、
特
に
キ
リ
ス
ト
が
示
し
た
人
々

へ
の
愛
情
と
献
身
で
あ
っ
た
。
彼
が
キ
リ
ス
ト
に
強
烈
な
一
体
感
を
抱
き
、
子
ど
も
た
ち
に
奉
仕
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
は

原
爆
へ
の
怒
り
を
愛
と
平
和
運
動
に
転
化
し
た
も
の
だ
が
、
死
者
と
の
一
体
感
が
余
り
に
も
強
烈
で
あ
る
た
め
、
余
人
に
は
真
似

の
で
き
な
い
無
私
の
行
為
と
な
っ
て
し
ま
い
、
追
随
者
は
多
く
な
い
。

六
　
心
理
歴
史
的psycho-historical

と
い
う
視
点

特
徴
的
な
こ
と
は
、
リ
フ
ト
ン
が
〈
罪
の
意
識
〉
と
〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
を
大
量
死
の
生
存
者
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
普
遍
的

心
理
構
造
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
か
な
る
人
も
他
の
多
く
の
人
々
よ
り
も
長
生
き
す
る
点
で
「
生
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存
者
」
な
の
で
あ
り
、
人
間
は
誰
で
も
大
量
死
に
遭
遇
し
生
き
残
り
、
そ
の
体
験
と
対
決
し
て
変
化
し
て
い
く
存
在
で
あ
る
。
そ

し
て
、
大
量
死
は
現
代
と
い
う
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
我
々
は
誰
で
も
否
応
な
く
時
代
に
影
響
さ
れ
巻
き
込
ま
れ
つ
つ
、
そ
れ
に

適
応
し
て
自
ら
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
時
代
に
働
き
か
け
変
革
し
よ
う
と
す
る
。
自
己
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
は
既
存
の
イ
メ
ー

ジ
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
自
己
と
理
念
（
象
徴
的
不
死
）
を
創
造
す
る
過
程
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
は
他
者
を
排
除
す
る
あ
り
方
（
死
ん
だ
の
は
私
で
は
な
い
の
だ
か
ら
関
係
な
い
）
で
あ
る
。
自
分
が
生
き

生
き
と
し
た
感
覚
を
持
つ
た
め
に
は
、
自
分
の
願
望
を
大
事
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
か
ら
、〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
は
生
き
て
い

く
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。
一
方
、〈
罪
の
意
識
〉
は
他
者
に
共
感
し
、
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
孤
独
で
は
な
く
、
世
界
と
の
連
続
性
を
感
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
リ
フ
ト
ン
は
、
人
間
と
は
こ
の
二

つ
の
矛
盾
す
る
志
向
性
の
間
で
引
き
裂
か
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
葛
藤
が
被
害
者
か
ら
目
を

背
け
る
（
冷
淡
に
扱
う
）
態
度
と
被
害
者
へ
の
共
感
の
両
方
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
矛
盾
す
る
方
向
性
の

ど
ち
ら
か
が
悪
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
の
方
向
性
で
あ
っ
て
も
良
い
点
と
リ
ス
ク
の
両
方
を
持
つ
の
だ
か
ら
（
例
え
ば
、

死
者
と
の
一
体
化
は
人
間
ど
う
し
の
つ
な
が
り
の
感
情
に
根
ざ
す
が
、
そ
れ
が
固
定
化
す
る
と
生
命
感
が
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

憎
悪
は
道
徳
的
秩
序
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
感
情
か
ら
起
き
る
が
、
そ
れ
が
固
定
化
す
る
と
破
壊
的
に
な
っ
て
し
ま
う
）、
そ
れ

ら
の
ど
ち
ら
か
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
開
か
れ
た
」
あ
り
方
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自

分
が
そ
の
よ
う
な
矛
盾
す
る
方
向
性
の
葛
藤
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
な
ら
、
絶
え
ず
自
省
し
て
今
の
自
分
の
あ

り
方
と
は
別
の
あ
り
方
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
リ
フ
ト
ン
は
、
現
代
は
〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉

が
一
般
化
し
て
い
る
と
い
う
時
代
認
識
を
示
し
、
そ
れ
故
に
被
爆
者
が
示
し
た
罪
意
識
、
死
者
と
の
一
体
化
の
感
情
は
人
間
の
中

に
つ
な
が
り
を
求
め
る
感
情
が
普
遍
的
に
存
在
す
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
上
で
貴
重
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

リ
フ
ト
ン
の
見
る
と
こ
ろ
、
現
代
の
時
代
性
は
、
既
に
生
じ
た
大
量
虐
殺
の
記
憶
、
お
よ
び
こ
れ
か
ら
生
じ
る
大
量
虐
殺
の
予
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見
（
世
界
の
終
わ
り
の
イ
メ
ー
ジ
）、
急
激
な
社
会
変
動
、
歴
史
的
連
続
性
の
喪
失
の
感
覚
（
や
は
り
一
種
の
〈
死
〉
の
イ
メ
ー

ジ
）、
科
学
技
術
、
大
量
生
産
、
お
よ
び
官
僚
制
に
よ
る
分
断
と
引
き
こ
も
り
を
特
徴
と
す
る
。
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
、
象
徴

的
不
死
に
も
変
容
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、

（1）
　

生
物
的

：

既
に
我
々
に
と
っ
て
伝
統
的
な
家
族
や
国
家
が
帰
属
可
能
な
唯
一
の
社
会
制
度
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
代

わ
る
新
し
い
共
同
体
の
試
み
が
様
々
に
な
さ
れ
て
い
る
。

（2）
　

神
学
的

：

伝
統
的
な
宗
教
だ
け
で
は
な
く
、
東
洋
の
思
想
・
宗
教
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
選

択
肢
は
増
え
て
い
る
。
但
し
、
新
し
い
宗
教
の
隆
盛
に
対
し
て
は
防
衛
的
な
原
理
主
義
の
傾
向
も
生
む
で
あ
ろ
う
。

（3）
　

創
造
的

：

も
は
や
真
に
意
義
あ
る
仕
事
は
何
で
あ
る
か
は
自
明
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

（4）
　

自
然
的

：

死
ん
で
自
然
に
回
帰
す
る
と
い
う
感
覚
は
自
然
の
永
遠
性
を
前
提
に
し
て
い
た
が
、
既
に
自
然
は
永
遠
と
は
言

え
な
い
（
か
も
し
れ
な
い
）
と
い
う
危
機
感
が
存
在
し
、
そ
れ
に
伴
い
自
然
と
の
関
係
性
を
再
構
築
す
る
運
動
が
起
き
て
い
る
。

（5）
　

体
験
的

：

象
徴
的
不
死
の
他
の
類
型
の
有
効
性
が
低
下
す
る
中
で
、
体
験
的
不
死
が
明
ら
か
に
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
体
験
的
超
越
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
や
歓
喜
（
大
洋
感
情
）

―
宇
宙
と
の
神
秘
的
一
体
感

―
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
新
た
な
生
に
向
か
っ
て
自
己
を
開
く
た
め
に
は
、
既
存
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
た
自
分
が
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
体

験
的
超
越
の
本
質
は
他
者
や
宇
宙
と
の
つ
な
が
り
の
感
覚
で
あ
る
か
ら
、
象
徴
的
不
死
の
基
準
線
で
あ
り
、〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉

に
抗
す
る
力
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
上
、
②
第
六
章
）。

リ
フ
ト
ン
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
原
爆
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
犠
牲
を
直
視
し
な
い
の
も
〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
の
現
れ
で
あ
り
、
現

代
の
機
械
化
・
官
僚
制
化
の
下
で
そ
れ
が
広
範
囲
に
浸
潤
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
こ
と
を
具
体
的
な
場
に
即
し

て
示
し
た
の
が
②
第
七
章
に
な
る
。
こ
の
章
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
退
役
軍
人
で
反
戦
運
動
を
行
っ
て
い
る
若
者
の
グ
ル
ー
プ
に
対
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す
る
参
与
観
察
を
行
っ
た
研
究
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
り

（
若
者
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
生
き
残
っ
た
経
験
を
共
に
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
っ
た
）、
研
究
者
も
被
験
者
（
若
者
た
ち
）
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
討
論
し
、
現
代
に
取
り
憑
く
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
研
究
者
（
精
神
科
医
）
も
新
た
な

再
生
が
必
要
で
あ
っ
た
の
は
、
現
実
的
に
精
神
医
学
が
戦
争
（
人
殺
し
）
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
構
造
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
退
役
軍
人
た
ち
は
従
軍
チ
ャ
プ
レ
ン
と
精
神
科
医
に
特
別
の
怒
り
と
疑
惑
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
人
殺
し
に
対

す
る
道
徳
的
嫌
悪
と
罪
悪
感
を
保
持
し
て
い
た
状
況
の
中
で
、
チ
ャ
プ
レ
ン
は
も
っ
と
殺
せ
と
あ
お
り
立
て
た
か
ら
で
あ
る
（
ソ

ン
ミ
村
で
の
虐
殺
事
件
で
は
村
人
全
て
を
殺
せ
と
い
う
指
揮
官
の
命
令
を
チ
ャ
プ
レ
ン
は
正
当
化
し
た
）。
精
神
科
医
も
殺
人
を

日
常
的
に
遂
行
す
る
よ
う
に
と
「
援
助
」
し
て
い
た
。
精
神
科
医
も
人
間
で
あ
り
、
機
構
の
中
で
出
世
し
た
い
、
ア
メ
リ
カ
の
時

流
に
乗
っ
て
華
々
し
く
世
間
を
渡
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
種
の
悪
魔
と
の
契
約

―

人
間
心
理
は
自
由
に
研
究
し
て
も
良
い
が
、
学
問
を
人
殺
し
の
た
め
に
使
う
と
い
う
制
度
的
枠
組
み
に
は
口
を
出
さ
な
い
と
い
う

取
り
引
き

―
な
の
で
あ
る
。

リ
フ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
専
門
職profession
と
い
う
語
は
も
と
も
と
宗
教
上
の
信
仰
を
宣
言
す
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
た
が
、

社
会
の
世
俗
化
に
伴
い
、
社
会
的
に
適
用
可
能
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
集
団
と
い
う
意
味
に
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
価
値
観

に
か
か
わ
る
問
題
は
殆
ど
無
視
さ
れ
、
学
問
は
中
立
性
と
い
う
罠
に
陥
り
、
結
果
的
に
技
術
至
上
主
義
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
結
果
、
技
術
を
い
か
な
る
目
的
に
対
し
て
も
、
誰
に
対
し
て
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
リ
フ
ト
ン
は

技
術
を
何
の
た
め
に
用
い
る
べ
き
か
を
認
識
す
る
「
倫
理
的
専
門
家
」
の
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
研
究
者

に
は
人
間
が
い
か
に
生
き
る
べ
き
で
あ
る
の
か
に
関
す
る
広
い
意
味
で
の
政
治
的
洞
察
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
る
。

リ
フ
ト
ン
は
戯
曲
家
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
「
ク
ラ
ッ
プ
の
最
後
の
テ
ー
プ
」
を
引
用
す
る
（
日
本
語
訳
は
安
堂
信
也
・

高
橋
康
也
訳
『
勝
負
の
終
わ
り
／
ク
ラ
ッ
プ
の
最
後
の
テ
ー
プ
』、
白
水
社
、
二
〇
〇
八
年
）。
そ
の
中
で
主
人
公
は
三
十
年
前
の
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テ
ー
プ
を
繰
り
返
し
聞
き
続
け
る
が
、
そ
れ
は
時
代
か
ら
目
を
背
け
て
死
ん
だ
よ
う
に
生
き
る
こ
と
他
な
ら
な
い
（
③
一
五
〇

頁
）。〈
心
的
感
覚
麻
痺
〉
は
単
に
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
既
成
の
制
度
や
生
き

方
に
安
住
し
て
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
を
求
め
る
闘
い
を
放
棄
す
る
こ
と
を
含
む
の
で
あ
る
。
生
を
更
新
す
る
洞
察
と
生
命
力
を

獲
得
す
る
た
め
に
は
、〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
大
量
虐
殺
の
「
生
存
者
」
の
体
験
（
罪
の

意
識
）
に
触
れ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に
　

―
つ
な
が
り
の
死
生
学
へ

お
そ
ら
く
リ
フ
ト
ン
の
議
論
を
死
生
学
の
中
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
象
徴
的
不
死
の
概
念
は
生
の
意
味
づ
け
と
い
う
こ
と
に

他
な
ら
な
い
か
ら
、
意
味
管
理
理
論
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
の
最
も
強
調
し
た
部
分
は
そ
こ
で

は
な
く
、
時
代
（
歴
史
）
の
認
識
と
い
う
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
間
に
他
者
を
排
除
す
る
方
向
性
と
他
者
と
つ
な
が
ろ

う
と
す
る
方
向
性
が
共
存
し
て
い
る
の
は
普
遍
的
な
心
理
構
造
で
あ
る
が
、
そ
の
構
造
は
人
間
関
係
の
分
断
と
閉
塞
化
と
い
う
歴

史
状
況
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
故
に
他
者
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
し
て
、
歴
史
の
変
革
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
他
者
を
想
像
す
る
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
部
分
が
、
彼
の
最
も
特
徴
的
な
点
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
リ
フ
ト
ン
の
研
究
は
、
時
代
認
識
と
し
て
は
古
い
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
他
者
・

宇
宙
と
の
つ
な
が
り
の
感
覚
を
主
張
し
た
点
は
現
在
で
も
傾
聴
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

主
体
と
対
象
、
精
神
と
肉
体
の
二
分
法
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
分
断
は
近
代
の
思
考
法
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
最

も
根
源
的
な
分
断
が
生
と
死
の
対
立
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
が
言
う
よ
う
に
、
近
代
社
会
は
生
死

の
分
断
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
経
済
性
、
効
率
性
、
理
性
な
ど
の
価
値
観
を
表
現
し
て
き
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
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（
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
、
今
村
仁
司
ほ
か
訳
『
象
徴
交
換
と
死
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
、
一
九
七
六
年
原
刊
、
第
五
部
）。
お

そ
ら
く
初
期
サ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
考
え
方
（
死
の
不
安
／
恐
怖
）
の
最
大
の
問
題
点
は
生
と
死
を
対
立
と
し
て
捉
え
、
死
を
乗
り
越

え
る
→
前
向
き
な
生
と
い
う
図
式
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
。
リ
フ
ト
ン
が
繰
り
返
し
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
考
え
方
の

淵
源
は
フ
ロ
イ
ト
の
近
代
科
学
的
思
考
（
事
象
を
構
成
要
素
に
分
断
し
、
そ
の
対
立
の
関
係
と
し
て
理
解
す
る
）
に
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
リ
フ
ト
ン
は
心
理
を
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
の
対
立
で
は
な
く
、
流
動
的
な
連
続
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
死
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
は
な
く
、〝
死
に
近
づ
く
こ
と
で
生
き
る
〟
こ
と
を
志
向

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
人
間
に
は
無
意
識
的
な
死
の
忌
避
／
恐
怖
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
問
題
関
心
も
ほ
ぼ
な

く
、
む
し
ろ
〝
死
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
〟
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
原
爆
に
よ
っ
て
（
人
類
絶
滅
を
含
め
て
）

大
量
死
が
リ
ア
ル
な
可
能
性
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
時
代
状
況
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
存
在
の
間
（
生
と
死
、
主
体
と
他
者
、
精
神
と
肉
体
、
人
間
と
自
然
な
ど
）
に
分
断
を
持
ち
込
む
圧
力
は
ま
す
ま
す

強
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
踏
ま
え
、
死
に
臨
み
つ
つ
い
か
に
生
き
る
か
を
考
え
、
そ
し
て
そ
れ
を
時
代
の
変

革
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
点
で
、
リ
フ
ト
ン
の
死
生
学
は
我
々
が
目
指
す
べ
き
死
生
学
と
親
和
性
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
死
生
学

の
課
題
は
、
生
死
を
つ
な
が
り
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
死
／
死
者
と
つ
な
が
る
た
め
の
想
像
力
を
い
か
に
養
う
か
を
考
え
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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